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第５章 まとめ 

中山道碓氷峠越は、安中市のなかでも多くの歴史的資産が残っている場所である。これら

を後世に継承するために様々な取り組みを行ってきている。本章では、まとめとして、中山

道碓氷峠越の歴史的資産を整理していく。また、今後の進め方もとりまとめる。 

 

５.１ 現存する歴史的資産のまとめ 

（１）全般 

・中山道碓氷峠越の道筋は、往古から重要な道筋であった。 

・飛鳥時代に制定された大宝律令で全国を五畿七道に分けた七道のひとつ、東山道の脇街道

であり、かつ江戸時代における五街道のひとつ「中山道」として、江戸と京都を結ぶ東海

道の裏通りとしての役割を担う道筋であった。 

・本対象区間は、熊野神社からカーブ９（国道 18 号）の標高差約 685ｍある約８ｋｍ区間

であり、木曽のかけはし、太田の渡しとともに、中山道三大難所のひとつとして知られて

きた。 

・対象とする道筋は、平成８（1996）年 11 月１日に文化庁「歴史の道百選」に選定され、

堂峰番所跡、弘法の井戸、刎石茶屋跡、山中茶屋跡などその往時の道沿いの多数の歴史的

資産が存在している。 

 

（２）対象区間の道筋 

・この約８ｋｍ区間の道筋は、途中の別荘跡地の約 250ｍの区間を除くと、明治９（1876）

年の旧図や、中山道分間延絵図とほぼ同じルートであることがわかった。 

・別荘開発は、昭和 40 年代に行ったようで、その基盤整備のために道路工事が行われたが、

現在でも「山中坂」と呼ばれる区間であり、当時から傾斜がある坂であったと考えられる。 

・また、多くの人が行き交った江戸時代に書かれた紀行文、文書、絵図などの史資料が数多

く残されており、往時の道筋やその状況を伝えている。 

・なお、本対象区間の５地点において、道筋の発掘調査を行っているが、往時の道筋の硬化

面などの痕跡は確認されなかった。 

・本対象区間の北西にある浅間山は、江戸時代の噴火により、中山道一帯には軽石、火山灰

などの火山噴出物が堆積しており、侵食されやすい地質が分布している。 

・多くの場所では、浅間山の第四紀更新世火山岩が堆積されている地質であり、これまでの

降雨や降雪などの要因で起こった侵食などにより、往時に利用された面も失われた可能性

が高い。 

・以上であるが、現在でも、この中山道碓氷峠越の道筋は、今でも多くの方が訪れたり、安

中市では、毎年５月に開催する「安政遠足」のコースとして利用されている。 

  

（３）道沿いに点在する歴史的資産 

対象区間である中山道碓氷峠越は、中山道の三大難所のひとつである。前途多難な峠越

えのために、ふもとには宿場、道中には茶屋、人馬施行所が設けられた。また重要路であ

る中山道の通行人を厳しく取り締まる関所に加え、山中には関所破りを取り締まる番所
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も設けられた。これら建造物は、中山道碓氷峠越における歴史的資産にあたるものである。 

茶屋や施行所、番所の建物は、現存していないが、その存在を今に伝える絵図、文書は

多く残されている。また、刎石茶屋、堂峰番所がかつてあった場所には建物に関わる石積

みの一部が現存し、人馬施行所がかつてあった場所には、敷石の一部が地中に現存してい

る。 

碓氷関所は、東門について、往時の柱、門扉、土台石等を使って昭和 35（1960）年に、

関所の平番長屋があった場所に復元されている。元々東門があった場所には、跡地を示す

標柱が建っているが、西門があった場所には県道が整備されたことにより、場所は明らか

ではない。 

  以下、道沿いに点在する歴史的資産の概要を整理する。 

 

①人馬施行所 

 笹沢には、助郷人馬や旅人が十分に喉をうるおすことができる施行所があった。 

文政 11（1828）年江戸呉服町の与兵衛が道中奉行に願い出て、安中藩から間口 17間、奥

行 20 間の土地を借り人馬の施行をした。看板には「永代人馬施行、友七祖父 施主与兵衛」

と書かれ、冬になると粥や焚火を行い、飼葉を年中提供した。 

与兵衛は有隣とも号し箱根や和田峠にも同様の施行所をつくった。しかし、人馬の施行は

長く続かなかった。 

現在は、平地（国有林内）となっており、令和２（2020）年の発掘調査では、地覆石など

が確認された。 

 

②山中茶屋 

山中茶屋は碓氷峠と坂本宿の間にある茶屋のひとつで、江戸時代の慶安年間（1648～1652）

に、峠町の人が川水をくみ上げるところに茶屋を開いたのが始まりとされている。寛文２

（1662）年には 13 軒の茶屋があり、茶屋本陣の丸屋には上段の間が２箇所あった。 

現在は、針広混交林（民有林内、民地）となっている。茶屋跡には平らな面が広がってお

り、石積みの一部や、墓地が残っている。 

 

③刎石茶屋 

刎石茶屋には、中屋、玉屋、小池屋、一段下って山戸屋の４軒の茶屋があった。茶屋本陣

は小池屋で庭が広く、上段の間があった。文政 10（1827）年『道中商人鑑』では、大和屋小

右衛門の名物砂糖餅と餅菓子・茶漬を商う小池小左衛門が記載されている。この茶屋は弘法

の井戸から水をくみあげ使っていたと考えられる。「羽根石茶屋長サ三十五間」と記録にあ

る。（『松井田町誌』647ページの文章まま：（44）） 

現在は、スギ・ヒノキ植林地（民有林内、民地）となっており、林内に石積みがわずかに

残っている。石積みは部分的に崩落がみられる状況である。 

（註 44：前掲註 31 刎石茶屋から弘法の井戸までの距離のこと） 
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④堂峰番所 

堂峰番所の設置は元和２（1616）年、または元和９（1623）年ともいわれている。中山道

の道筋をかえて碓氷関所設置と同時に、遠見の番所としてつくられたと「安中志」の記録に

は記されている。堂峰番所は、関所の抜け道を防ぐ遠見の見張番所だった。 

堂峰番所はその名前が示すように小高い峰の上にあり、北方と南方見張りがよくでき、し

かも峰の背幅が狭まっているため、中山道を通行する旅人は此処を通過せずに碓氷峠を越

え信州へは抜けられない地形的条件の場所に設けられていた。 

現在は、この所に石垣があり、道の傍らに関門の礎石が草むらの中に見える（民有林内、

民地）。また、堂峰番所、中山道をはさんだ南側に、間口７間、奥行４間の定附同心の家が

２軒あることがわかっている。 

 

⑤碓氷関所 

元和９（1623）年、江戸幕府は関長原を通る道を廃し、横川村の碓氷川と霧積川が合流す

る付近に関所を設けた。碓氷関所は、概ね安中藩が管理し、東西の門を設け、各々の門から

碓氷川の崖まで木柵、あるいは竹矢來が伸びており、門を通らなければ中山道を通過できな

かった。東西の門は明け六ツに開き、暮れ六ツに閉じられた。東門は安中藩、西門は幕府の

管轄であった。 

碓氷関所は、明治２（1869）年に廃止され、敷地内の建物は解体されて安中の給人畑に移

送され、江戸から引き揚げて来た人の住宅になった。また、昭和 30（1955）年１月 14 日に

は、群馬県指定史跡に指定されている。 

現在では、関所の平番長屋跡に、昭和 35（1960）年に関所東門が復元され、石垣やおじぎ

石など、当時のおもかげを今に残している。東門の位置は、標柱により示されているが、西

門については、県道が整備されているために、場所は明らかとなっていない。 

安中市指定重要文化財「後閑家文書」には、中山道の碓氷関所の関係史料が多く残されて

いる。 

 

⑥その他石造物 

古道沿いの資産として、中山道の道路敷にある石造物である線刻の馬頭観世音、北向馬頭

観世音、南向馬頭観世音、奉加の碑、刎石坂の石仏群があげられる。 

線刻馬頭観世音は、まごめ坂を登りきった一段高いところにある。裏面には、「洞上沙門

天長叟/奉書写普品第三十三巻/惣世話人當村中」と、記されている。 
北向馬頭観世音は、座頭転がしの下流、大きな岩の上に北を向いた馬頭観世音である。「文

化十五年／信州善光寺／施主内山庄左エ門／上田庄助／坂本世話人三沢屋清助」と記され

ている。江戸時代後期のものである。 
南向馬頭観音は、北向馬頭観世音からさらに碓氷関所方面へ中山道を進むと、左手の一段

高いところに南向きに立っている。「寛政三年／坂本宿施主七之助」と記されている。江戸

時代後期のものである。 

奉加の碑は、弘法の井戸の南側、現在は歩かれていない道沿いにある。銘文には「奉加／

一 南鐐 一斤 江戸 伊豆蔵新兵衛／一 同 一斤 信州松本 松屋源右衛門／一 同 
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一斤 同長土呂村 重五郎／一 同 一斤 同前田村 元吉／一 同 一斤 後閑東左衛

門／一 同 一斤 田中町 鍵屋隠居／一 金百疋 上州新田郡 高橋弥兵衛／一 金二

百疋 五料村 佐藤仲右衛門／一 同 一斤 越後頸城郡 太宗治」と記されている。 

また、刎石坂の途中に、馬頭観世音の碑（文政８（1825）年）、南無阿弥陀仏の碑（文政

３（1820）年）、大日尊の碑（天保２（1831）年）が建っている。  
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５.２ 今後の進め方 

本報告書でまとめた中山道碓氷峠越とその周辺の往時の姿と現状をふまえたなかで、過

年度まとめた整備基本計画書と照らし合わせながら、計画的に歴史の道の整備を行ってい

くが、引き続き、関係機関等との調整を行い、国史跡指定を目指していく。 

現段階で考えられる今後の進め方を整理した。 

 

（１）国指定に向けた取り組み 

①所有者、関係機関等の調整 

・令和６（2024）年を目標に、中山道碓氷峠越と道沿い、周辺の歴史的資産を含めて、国

指定を目指す予定としている。 

・このため、今後は、所有者、関係機関等との調整を行っていく予定である。 

 

②安全性を確保するための道の整備の実施 

・令和３（2021）年度には、中山道碓氷峠越の約８ｋｍ区間の基本設計を行っているが、

さらに指定後の来訪者増に向け、安全確保の整備が特に必要な第４工区の実施設計を

進め、令和４（2022）年度からその工事を行っていく。 

 

（２）学術調査の実施 

・中山道の道筋、人馬施行所の発掘調査は行っているが、刎石茶屋といった多くの道沿い

の歴史的資産については、発掘調査など現地における調査を行っていない。 

・今後は、歴史的価値を明らかにするために、土地所有者との調整などを行い、学術調査

を実施することが重要である。 
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資料１ 中山道に関する案内パンフレット

①遊歩道アプトの道ガイド 案内パンフレット

・アプトの道のパンフレットのなかに、中山道のルートも一部紹介されている。
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出典：『東山道日記』、承応三（1654）年、
山鹿素行集 第七巻

出典：『東山道日記』、承応三（1654）年、
山鹿素行集 第七巻

軽井沢
沓掛から⼀⾥、左右は平原で左に浅間、浅間
へは三⾥。右にも遠くに⼭、⼊⼝右に⼊り⼭
を越えると坂本に出る道がある。出⼝左に⼭
があり、ダイガツカという。
笛吹
軽井沢を出て⼭裾を右に回って笛吹に上がる
と峠に茶屋がある。峠から下り半⾥は難所で
はない。坂本までは⼀⾥半、峠を下りると番
所がある。峠を下りで東の⽅に刎⽯という⽯
が切れた地がある。

坂本
⼊り⼝右に軽井沢へ⾏く道がある。坂本から
⼗⼆町出ると原村がある。家は七⼋間、原村
を三町ほど⾏くと横川橋がある。この川は碓
氷川である。この橋を出て、坂を上がると左
に番所がある。
横川
出⼝を右に⾏くと川を隔てて⽩雲⼭、ミヤウ
ギガという名地がある。左には⼭、右には碓
氷川がある。川を隔ててまた岩⼭がある。
ごしょう平は横川から⼋町。

ａａ））東東山山道道日日記記（（承承応応33（（11665544））年年））

-資料2-1-

資資料料２２ 中中山山道道碓碓氷氷峠峠越越にに関関すするる史史資資料料
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出典：『東路記己巳紀行』、寛延2（1749）年

坂本から坂を越えて碓氷峠をのぼると、左に名所ではないが⼊合の滝がある。

坂本の上には碓氷峠の下に⻑く突き出た⼭がある。その坂は⽯が多く、般若⽯坂と
呼ばれる。その坂をおりて平らな⼭を⾏き、更に碓氷峠をのぼる。
碓氷坂から東を⾒ると、武蔵、下総、常陸、上野などの⼭東の諸国や筑波⼭も⾒え
る。
碓氷峠に茶屋がある。冬〜春は雪が深い、右には熊野権現あり。そこは上野と信濃
の境。

ｂｂ））東東路路記記己己巳巳紀紀行行（（寛寛延延22（（11774499））年年））

-資料2-2-
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ｃｃ））千千曲曲之之真真砂砂（（宝宝暦暦33（（11775533））年年））

出典：『千曲之真砂』、宝暦3（1753）年

碓氷⼭
信濃・上野の境であり、嶺から⻄は信州、嶺の彼⽅は東上州、碓氷の坂は上野、碓氷の⼭は信州と
ある⼈はいう

中尾という⾕合の紅葉は近国無双の景観

紅葉はよく歌に詠まれている

-資料2-3-
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ｃｃ））千千曲曲之之真真砂砂（（宝宝暦暦33（（11775533））年年））

出典：『千曲之真砂』、宝暦3（1753）年

碓氷峠
信濃と上野の境にあたる。古くからの信濃の名所。

-資料2-4-

資
料
編

−資料2-4−



ｄｄ））信信濃濃地地名名考考（（安安永永22（（11777733））年年））

出典：『信濃地名考』、安永2（1773）年

⼭のなかは⿅が多い。
なかでも⽩い⿅が、雪の
ようである。

-資料2-5-
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ｅｅ））壬壬戌戌紀紀行行（（享享和和22（（11880022））年年））

出典：『壬戌紀行』、享和2（1802）年

碓氷峠をのぼる途中には、ひじり沢から、から沢へは⻑い坂。そして
⽴場の茶屋がある。

左の⼭際には⼆王堂があり古い⾦剛⼒⼠像が設置されている。ここは信濃と上
⽑野の境にあたる。

はつ坂、⻑坂を超えると、清⽔が流れる笹沢に出る。
丸い⼭は⼦持⼭という。

⼭中坂を上ると賑やかな餅を売る⽴場がある。ここは⼭中村である。
まごめ坂を過ぎた右肩には、はやしの⼭という険しい岩⼭が並んでいる。

⼋⼈⼭伏という岩があり、⼋つの岩が並んで⽴っている。
地蔵岩の後ろに妙義⼭がある。険しい⿊い岩が⽴つ。

⼊道くぼを過ぎ、くりから平に⼊り、左⽅をみると天狗岩がある。その向かい
に榛名⼭があり、⾚城⼭も連なって⾒える。

細い道を左に⾏き、かんば坂を過ぎていくと左右とも深い⾕でただ⼀筋の道が
続く、堀切と名付けられている。

はんね⽯というところには⽯が多い。

-資料2-6-
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ｆｆ））木木曽曽路路名名所所図図会会（（文文化化22（（11880055））年年））

出典：『木曽路名所図会』、文化2（1805）年

碓氷峠を訪れたらまず権現（熊野神社）に拝礼し、⼭中村から刎⽯坂
を下って、覗きの茶屋で憩い、蕨餅を⾷べて、⼗⼋町の下り坂を⾏く
と坂本駅に⾄る。

坂本（上野） 松井⽥まで⼆⾥半、坂本駅は五町ほど、町中には⺠家
が⽴ち並ぶ

横川
碓氷川の流れ。横川のお関所と呼ばれる看街楼がある。鉄砲と⼥性を
取り調べる。
百合若⾜跡⽯
⼩⼭沢の道の側にある⽯（⾔い伝えあり）
射抜巌
丸い⽳が開いた岩（俗説あり）
円⼭坂
下り坂の下り⼝に、蓮に似た⽔鉢の形をした⽯がある。叩けば鉦（か
ね）の⾳がする。

-資料2-7-

資
料
編

−資料2-7−



ｆｆ））木木曽曽路路名名所所図図会会（（文文化化22（（11880055））年年））

熊野権現社
碓氷峠の町にある。⿃居、拝殿、神楽殿、⽯階がある。ここよ
り少し東の⽅に⼆王堂あり。

信濃上野国堺
熊野権現の前に標杭あり

刎⽯坂
東へ向かう下り坂、下った先にのぞき茶屋あり。これより下り
⼗⼋町は坂道が険しく通過が困難である

出典：『木曽路名所図会』、文化2（1805）年

-資料2-8-
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熊野社

信濃上野境 ⼆王

坂本宿

碓氷峠

妙義⼭
⼭中

四軒茶屋

ｆｆ））木木曽曽路路名名所所図図会会（（文文化化22（（11880055））年年））

-資料2-9-

出典：『木曽路名所図会』、文化2（1805）年
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出典：『木曽の道の記』、文化2（1805）年刎⽯茶屋
この庭に⼋重桜の薄紅が咲
いている。

ｇｇ））木木曽曽のの道道のの記記（（文文化化22（（11880055））年年））

-資料2-10-
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出典：『木曽の道の記』、文化2（1805）年

⼭中村
ここは、桃の花多くして茶店のむかいにいく
本となく⽴る

ｇｇ））木木曽曽のの道道のの記記（（文文化化22（（11880055））年年））
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ｈｈ））一一茶茶七七番番日日記記（（下下））（（文文化化1122（（11881155））年年））

出典：丸山一彦校注、『一茶七番日記（下）』、平成15（2003）年、岩波文庫

⽂化12（1815）年12⽉20⽇晴れ
坂本にある武井三⼗郎の旅宿に宿泊し、
21⽇に⼤吹雪で⼩諸に宿泊している。

-資料2-12-
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出典：『金井忠兵衛旅日記』、文政5（1822）年
本⽇記は、正⽉２⽇（太陽暦の２⽉５⽇）に板⿐よ
り、伊勢参りに出発した記録である。この⽇記では、
出発の２⽇⽬の夜に、坂本宿に泊まり、軽井沢を通
過し、3⽇の夜に沓掛に泊まっている。

ｉｉ））金金井井忠忠兵兵衛衛旅旅日日記記（（文文政政55（（11882222））年年））
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ｊｊ））日日光光道道のの記記（（藤藤原原定定祥祥のの旅旅日日記記））（（天天保保1122（（11884411））年年））

出典：『日光道の記（藤原定祥の旅日記）』、天保12（1841）年

軽井沢の駅
今⽇は曇っていてかすかに⾒える浅間⼭の

前に、離⼭という⼩⼭がある。これを巡ると
軽井沢の駅がある。ここまではずっと原の中
で、このあたりにも牧があり⾺が放牧されて
いる。この駅から上野の荒曽根⼭もみえると
いうが、くもっていて⾒えない。浅間の北東
にある⼩浅間は今⽇も⾒える。しばらく坂を
のぼれば碓氷の嶺となる。道の北の⽅には熊
野権現の社がある。三つの社と神楽殿、御供
所などもある。
ここからは妙義⼭、筑波、秩⽗の嶺をはじ

め、坂東⼋か国の⼭々に⼆荒⼭、榛名⼭、⾚
城⼭などもみえるというが、坂道をのぼるほ
ど霧が深く⽴ち込め⾒えない。また、社のう
しろにある嶺をのぼると不⼆の峯もみえると
いうがこれも⾒えない。嶺にのぼるたびに雲
霧が⽴ち込め、⼭々を⾒ることができず残念。

磐⽯坂
少し休んで坂道を下る。上りの距離はわず
かだが、下りは⼀⾥半ほどあり、⼀⾥と⼆
四町ほどを磐⽯坂といい、⼤⽯を切り開い
て道を通したという坂がある。その坂にか
かろうという場所に⼩さな家がある。⼈の
休める場所である。その辺りから⽇が暮れ、
松明をともして⾏こうとすれば⾬が降り出
した。ここで⽇暮れで⾬が降るとはとても
つらい。辿っていく道をみると、⼀⽅は⼭
⾼く、⼀⽅は⾮常に深い⾕で⾒るもつらい
険しいところである。岩を切り開いた道で
あるため、岩かども⾼く、また⾬で滑りや
すく歩きにくい。なんとか通過して坂本の
駅につく。歩いてきた⼈は皆、ここでよう
やく無事に下ってこれたことを喜びあうの
である。

-資料2-14-
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ｋｋ））善善光光寺寺道道名名所所図図会会（（天天保保1144（（11884433））年年））

出典：『善光寺道名所図会』、天保14（1843）年

碓氷峠
熊野権現神社が建ち、例祭は6⽉15⽇
⼭中には⿅が多い。たまたま⽩⿅をみたが雪のようである。
寒さが厳しく、五穀は熟せず野菜もなく、すぐ冷えてしまう。
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ｌｌ））堂堂飛飛乃乃日日難難夷夷（（松松岡岡行行義義のの旅旅日日記記））（（弘弘化化44（（11884477））年年））

出典：『堂飛乃日難夷（松岡行義の旅日記）』、弘化4（1847）年

20⽇
朝、峠に向け出発するも、夜明けでは⾺で⾏くのも難しいというので、⼿段もなく時間が経つうち
に⾬が強く降り出した。無理に挙⾏し出発する。
⽩井のつづら折りの⼭道をのぼるがとてもきつい。

⾬もだんだん⽌んできた たび重なる⼭のふもとの道のあちこちに秋のいろいろな草花が最盛期で、
峠越えのつらい苦しさもすっかり忘れて花の句を詠む

頂上にのぼると⼆王堂がある。 熊野三社もある。ここまでは安中の関所が統治するところである。
過ぎて軽井沢へ向かうにつれ浅間⼭が⾒える

沓掛、追分も過ぎて、⼩⽥井の駅を過ぎるころ、⾬がまた強く降り出した 千曲川も渡ったが、⼋
幡で⽇が暮れて、望⽉まではいけず、ここで宿泊
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ｍｍ））癸癸丑丑遊遊歴歴日日録録（（吉吉田田松松陰陰のの旅旅日日記記））（（嘉嘉永永66（（11885533））年年））

出典：『癸丑遊歴日録（吉田松陰の旅日記）』、嘉永6（1853）年

21⽇
終⽇くもり
沓掛を出発して、軽井沢にいたる。碓氷峠という峠があり、上り⼗⼋町、下り⼆⾥半
峠の頂上が信州と上州の境
信州の佐久郡で、鈴⽊が管理するところはここまでで、上州の安中候板倉伊豫守の治
める碓氷郡はここから始まる
峠のふもとに坂本駅がある
右を振り返ってみると妙義⼭、左を振り返ってみると榛名⼭がそびえる

-資料2-17-

資
料
編

−資料2-17−



ｎｎ））信信濃濃名名勝勝地地誌誌（（明明治治3355（（11990022））年年））

出典：『信濃名勝地誌』、明治35（1902）年

碓氷峠
笛吹峠ともいう。上野国碓氷郡にある峠で、古来から著名な戦
場である。⼭頂に熊野神社がある。秋は紅葉を楽しむ客が多い。
明治24（1891）年頃、26のトンネルを穿ち、⼭を貫いてアプト
式鉄道を敷設したことで、旅客はその恩恵を受けている。
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ｏｏ））碓碓氷氷郡郡志志（（大大正正1122（（11992233））年年））

出典：『碓氷郡志』、大正12（1923）年

第⼆節 碓氷峠
中⼭道の往還おいて⻄端、信濃と上野の⼆国の境にある峻嶺で、中
⼭道第⼀の天険といわれていた。
古くから関所があった。
古来のいわれがある名所

峠越えの⼭道は、坂本町から新旧⼆道ある。
新道は明治16（1883）年の開通でほとんど旧道に沿って⾛り、旧道
は北⽅へ向かい、堂峰、刎⽯の険難を越え、釜場、堀切、霜原、⼭
中、⼦持⼭、陣⾺ヶ原を過ぎ、峠町権現を経て信濃に達する順路。

新道の開通時は⾺⾞鉄道を運⾏して通⾏者の便をはかっていたが、
明治26（1893）年信越線が全通して以来、新道旧道とも顧みる⼈は
いなくなり、今は⼈跡も途絶えて荒廃が進んでいる。
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ｏｏ））碓碓氷氷郡郡志志（（大大正正1122（（11992233））年年））

出典：『碓氷郡志』、大正12（1923）年

碓氷峠は坂本宿の端から直に⼭へ登る松の⽊坂、遠⾒の番所、⼤
阪を過ぎて、刎⽯と呼ばれ、⾶び出した⼤きな岩もあり、その上
には⽯の地蔵菩薩が⽴っている。三枚⽯、覗⽯などの第⼀の難所
を越えると⼆三の茶屋があり、名物の餅を売っている。

碓氷の坂の上には東国すべてが眼下に⾒える絶景で、上杉景勝の
堀切、作り道、釜場などを過ぎると⼭中の茶屋がある。⻑坂をの
ぼると⼆王堂があり、それより嶺の茶屋に⾄ると、杓⼦が売れる
ため杓⼦町と呼ばれており、その師は熊野神社に仕えるものであ
る。

熊野三社権現神社が⽴ち、その道の右には⽯段があり、上信の国
境となっている。これより少し下りたところがひじり坂、⼩川が
流れ、かつての戦場でもある。その先はすぐ軽井沢宿。
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ｐｐ））鉄鉄道道旅旅行行案案内内（（大大正正1133（（11992244））年年））

出典：『鉄道旅行案内』、大正13（1924）年

横川
碓氷峠を越える電気機関⾞の準備駅。駅南には⿐曲⼭、妙義裏
⼭があり、⾬⽔の渓⾕は深く⼭⾊⽔聲、俗塵を絶っている。旅
館萩野屋がある。
熊ノ平
碓氷の紅葉、紅葉狩り
軽井沢より25丁登って碓氷峠の頂上には熊野神社がある。
⾵光明媚な場所
峠から下り半⾥の間はススキが多い。
熊野神社から熊ノ平に⾄る道は紅葉道と呼ばれる約⼀⾥ほど、
左右⾒渡す⼭は紅葉で壮観。名物は⼒餅。

-資料2-21-

資
料
編

−資料2-21−



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

歴史の道中山道碓氷峠越 整備に伴う調査報告書 

 
令和４（2022）年３月発行 

 

   編集・発行：群馬県安中市教育委員会 文化財保護課 

〒379-0123 群馬県安中市上間仁田 951 番地 

電話：027-382-7622 Fax：027-382-7623 

   印刷：三和印刷株式会社 

 


